
主催：ジネンコロキウム事務局

〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい4-3-1　PLOT48
会
場

横浜・みなとみらいPLOT48内 ExPLOT Studio

みなとみらい線　新高島駅　2番出口より徒歩 7分�みなとみらい線　みなとみらい駅　3番出口より徒歩 10分
横浜市営地下鉄ブルーライン　高島町駅　２番出口より徒歩 10分
JR 東海道線　横須賀線　京浜東北線　東横線　相鉄線　京急線　横浜駅　東口より徒歩 20分
JR 根岸線　横浜市営地下鉄ブルーライン　桜木町駅より徒歩 20分

14:30-17:30（日）12.14

 一般：¥3,000  会員：¥1,000
参
加  学生：無料

 定員 50名

2025.

12月 12日（金）17:00-19:00　/  12 月 13日（土）10:30-18:00　 
12月 14日（日）10:30-18:00
アーティストの制作の現場を訪れることができるオープンスタジオ。
ジネンコロキウムの当日、前後にぜひご覧ください。
 参加費無料、予約不要です

ExPLOT Studio 2025　オープンスタジオ Vol.3https://jinencollquiem19.peatix.com/

協力：BankART1929 　株式会社横浜都市みらい

見 え て い る の は 何 者 か

気象庁派遣隊員として1994年11月から1996年3月まで第36次南極地域観測隊で昭和基地等で気
象観測に当たった。日本各地の気象台に勤務し、現在は気象庁横浜地方気象台土砂災害気象官。
日本各地で活動している蜃気楼研究者・観察者で構成されている日本蜃気楼協議会の副会長を務
め、蜃気楼の魅力を多くの人に伝えたいと今年の8月からYouTubeチャンネルを開設した。

伊東純子
南極越冬隊員・蜃気楼系ユーチューバー

宮内誠司

アーティスト・デザイナー

ジネンコロキウム
自然（ジネン）と科学と文化と私たちを想ふ#19

東京生まれ、横浜在住。2009よりオリジナルブランド un:ten（アンテン）を立ち上げ、「生活を着替
えるきっかけづくり」をテーマに、ステージ衣装から日常服までの注文服、アート作品など、布で様
々なものを制作している。現在、ExPLOT Studioのシェアスタジオに入居し、レジリエンス（回復
力）活動として、古い着物を解いて洋服に仕立て直す「着物服」プロジェクトを継続中。

私たちは、いったい何を見ているのでしょうか。
鏡の中の像は、実在と言えるのでしょうか。
衣服に覆われた人を前にして、私たちは本当に「その人」を見ているのでしょうか。

今回のジネンコロキウムでは、
あり得ない場所に現れる実景：蜃気楼を研究する宮内誠司さんと、
身体を包み込む衣装アートを手がける伊東純子さんをお招きし、
それぞれの観点から「見えているのは何者か」という問いに対してお話しいただきます。
そして、参加者の皆さんと、見えているものの奥に潜む実体について、思いを巡らせていきたいと思います。


